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本書について本書について本書について本書について
はじめにはじめにはじめにはじめに

本書では、 VERITAS NetBackup FlashBackupTMのインスト ール、 設定、 および使い方について

説明します。 なお、 本書では、 VERITAS NetBackupはNetBackup、 VERITAS NetBackup 
FlashBackupはFlashBackup と記載します。

対象読者対象読者対象読者対象読者

本書は、 FlashBackupの設定を行うシステム管理者を対象と しています。 また、 本書では、 システ
ム管理者がNetBackup管理についての実務知識を有しているこ とを前提と します。

本書の構成本書の構成本書の構成本書の構成

◆ 第1章 「はじめに」 では、 製品の機能概要について説明します。

◆ 第2章  「インス トール」 では、 FlashBackupのインス トール方法について説明します。

◆ 第3章  「設定」 では、 FlashBackupを使用するためのシステムの設定方法について説明しま
す。 この章は、 『NetBackup System Administrator’s Guide - UNIX』 に記載された説明を補足
するものです。

◆ 第4章 「FlashBackupの使い方」 では、FlashBackup ク ラスのバッ クアップ方法と FlashBackup
で取得したバッ クアップデータからファ イルを リ ス ト アする方法について説明します。

◆ 付録A 「Solaris snapctl ド ラ イバ」 では、 snapctl ド ラ イバについて説明します。

関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル

◆ 『NetBackup Release Notes』

UNIX NetBackupサーバおよびクライアン ト  ソフ ト ウェアのインス トール方法について説明
し、 さ らに、 サポート しているプラ ッ ト フォームとオペレーティング システムや、 マニュア
ルに記載されていない操作上の注意点などの重要な情報について記載されています。

◆ 『NetBackup System Administrator’s Guide - UNIX』
vii



表記規則
UNIXプラ ッ ト フォームでのNetBackupの設定管理方法について記載されています。

◆ 『NetBackup User’s Guide - UNIX』

UNIX ク ライアン トのバッ クアップ、 リ ス ト アおよびアーカイブをユーザ側から実行する
方法について記載されています。

◆ 『Media Manager System Administrator’s Guide - UNIX』

UNIX NetBackupサーバがバッ クアップ用に使用するス ト レージ デバイスと メディアの設定
管理方法について記載されています。

◆ 『Media Manager Device Configuration Guide』

UNIXシステムに接続されているス ト レージデバイスの設定について記載されています。

◆ 『NetBackup Troubleshooting Guide - UNIX』

NetBackupのト ラブルシューティングについて記載されています。

表記規則表記規則表記規則表記規則 

本書で採用している一般的な表記規則とその他の規則について説明します。

一般の表記規則一般の表記規則一般の表記規則一般の表記規則

「注」 と 「注意」 の違い「注」 と 「注意」 の違い「注」 と 「注意」 の違い「注」 と 「注意」 の違い

注 「注」 では、 製品をよ り使いやすくするための情報や、 問題の発生を防ぐための情報について

説明します。

表 1. 一般の表記規則

表記 用途

英字等幅フォン ト太字英字等幅フォン ト太字英字等幅フォン ト太字英字等幅フォン ト太字 入力する文字。 例 : cd と入力して、 ディ レク ト リ を変更して ください。

英字等幅フォン ト パス、 コマンド、 ファ イル名、 および出力。 例 : デフォルトのインス トール ディ レク ト リは
/opt/VRTSxxです。

『 』

「」

ドキュ メン ト などのタイ トル。

章や項目のタイ トル、 強調する用語。

英字ゴシッ ク体 （斜体） プレースホルダーテキス ト または変数。 例 : filename には、 実際のファ イル名を指定して くだ
さい。

英字ゴシッ ク体 （斜体以外） フ ィールド名、 メニュー項目など、 グラフ ィ ッ クユーザインタフェース （GUI） の
オブジェク ト 。 例 : ［password］ フ ィールドに、 パスワードを入力して ください。
viii NetBackup FlashBackup System Administrator’s Guide - UNIX



テクニカル サポート
注意 「注意」 では、 データ損失のおそれがある状態について説明します。

キーの組み合わせキーの組み合わせキーの組み合わせキーの組み合わせ

キーボードからコマンドを入力する場合、 複数のキーを同時に使用するこ とがあ り ます。 たとえ

ば、 Ctrl キーを押しながら別のキーを押す場合などが考えられます。 このよ うなコマンドを示す
場合は、 次のよ うに、 各キーをプラス記号 （+） でつないで表記します。

Ctrl+T を押します。

コマンドの用法コマンドの用法コマンドの用法コマンドの用法

コマンドの用法を示す場合によ く使用される表記を、 以下に示します。

角かっこ ［ ］

かっこ内のコマンド ラインコンポーネン トは、 必要に応じて指定可能なオプシ ョ ンです。

垂直バーまたはパイプ （|）

ユーザが選択可能なオプシ ョ ンの引数を区切る場合に使用します。 たとえば、 次に示すコマン

ドでは、 ユーザが arg1または arg2のいずれかを使用できる こ とを示します。

command arg1|arg2

テクニカルテクニカルテクニカルテクニカル サポートサポートサポートサポート

この製品に関するシステム要件、 サポート されているプラ ッ ト フォーム、 サポート され
ている周辺機器、 テクニカル サポートから入手できる最新のパッチなどの最新情報につ
いては、 弊社のWebサイ ト をご利用ください。

http://www.veritas.com/jp （日本語）

http://www.veritas.com/ （英語）

製品に関するサポートは、 VERITASテクニカル サポート までお問い合わせください。

電話 : (03)3509-9210

FAX : (03)5532-8209

VERITASカスタマ サポートへのお問い合わせの際は、 次の電子メール アドレスもご利
用いただけます。

support.jp-es@veritas.com
本書について ix
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はじめにはじめにはじめにはじめに
 1

FlashBackupは別ライセンスのオプシ ョ ンソフ トで、 rawパーティシ ョ ンのバッ クアップ処理の
性能を向上させる と と もに、ufsやVxFSファ イルシステム （Solarisの場合） あるいは JFSや
VxFSファ イルシステム (HP の場合） に対して、 個々のファイルご とに リ ス ト アを実行可能とす
るものです。 この章ではFlashBackupの概要を以下の項目に分けて解説しています。

◆ システム要件

◆ 機能

◆ 制限事項

◆ 技術的な概要

注意 HSMで管理されているファイルシステムをバッ クアップする場合、 FlashBackupを使用し
ないで ください。

システム要件システム要件システム要件システム要件

FlashBackupでは、 以下のコンポーネン トが必要です。

◆ NetBackup 3.4以降がUNIX マスタ  サーバにインス トール済みであるこ と。

◆ NetBackup 3.4以降をインス トール済みのNetBackup ク ラ イアン トで、 OS がSolaris 2.6、
Solaris 7、 Solaris 8、 も し くはHP 11.00であるもの。

◆ FlashBackup ダイナミ ッ ク共有ライブラ リ （Solarisの場合はlibbpfsmap.so、 HPの場合は
libbpfsmap.sl） がク ラ イアン トにインス トール済みであるこ と。

◆ ク ライアン トに対して、 ファ イルシステムがVxFS の場合はVxFS 3.3.2 以降が、 JFS の場合は
VxFS 3.3 以降がインス トール済みであるこ と。

◆ Solarisの場合に限定されますが、 FlashBackup snapctl ド ラ イバがク ライアン トにインス
トール済みであるこ と。

◆ キャ ッシュ  デバイス と して使用可能な rawディ スク  パーティシ ョ ン。
1



機能
機能機能機能機能

FlashBackupの機能は、 以下の点で、 他の rawパーティシ ョ ンのバッ クアップ ユーティ リ ティや
標準的なファイルシステム バッ クアップ ユーティ リ ティ と異なり ます。

◆ FlashBackupでは ufs （Solaris）、 VxFS （Solaris と HP） ならびに JFS （HP） のファ イルシ
ステムのバッ クアップが可能です。

◆ 個別ファ イルご との リ ス ト アが可能です。

FlashBackupの持つファイルシステムのマップ処理機能によ り、 rawパーティシ ョ ンのバッ
クアップ データから個別ファ イルご とに リ ス ト アするこ とが可能です。

◆ 複数の データ  ス ト リームをサポート します。

バッ ク アッ プを複数のデータ  スト リ ームに分割するこ と で、FlashBackup によ り rawパー
ティシ ョ ンのバッ クアップ時のパフォーマンスを向上させるこ とができます。

◆ rawパーティシ ョ ンの リ ス ト アの際には、 NetBackupの標準ユーティ リ ティを使用します。

NetBackupサーバでは Java インタフェース （jbpSA）、 FlashBackup ク ライアン トでは標準
のxbp もし くはbp コマンドを使用して、 FlashBakupで取得したデータから rawパーティ
シ ョ ンのリ ス ト アを実行できます。

◆ ファ イルシステムをマウン ト したまま、 rawパーティシ ョ ン バッ クアップを実行するこ とが
できます。

標準的な rawパーティシ ョ ンのバッ クアップの場合のよ うに、ファイルシステムのマウン トの
解除や、 読み取り専用でのマウン ト処理の必要はあ り ません。

FlashBackupのオンライン バッ クアップ機能によ り、バッ クアップ処理中でも、 rawパー
ティシ ョ ンにマウン ト されたファイルシステムに変更を加えるこ とができます。

このオンライン バッ クアップ機能は、 rawパーティシ ョ ンのスナップシ ョ ッ ト をバッ クアッ
プするこ とによって実現されます。 スナップシ ョ ッ ト とは、 バッ クアップ開始時のファイルシ

ステムとまった く同じイ メージ情報のこ とをいいます。 Solarisのufsのバッ クアップの場合
はFlashBackupの snapctl ド ラ イバが、 またVxFSのバッ クアップの場合はVxFS 
snapshotが、 スナップシ ョ ッ トに必要な機能を提供しています。

◆ カーネル資源の使用を節約できるよ うになり ます （Solarisの場合）。

スナップシ ョ ッ ト を有効にしている間に、 snapctl ド ラ イバが必要とする物理メモ リ資源の
量は、 スナップ ファ イルシステムの大き さ 1ギガあたりわずか 4キロバイ トです。

◆ ファ イルシステムの信頼性に対して影響を及ぼすこ とはあ り ません。

snapctl ド ラ イバは、 ファ イルシステムの信頼性に影響を与えません。 ファ イルシステムブ

ロ ッ クを変更する と、 スナップシ ョ ッ トにエラーが発生したと してもその影響を受けず、 ス

ナップシ ョ ッ トの対象となっているパーティシ ョ ンへの書き込み要求処理は、 常に完了しま

す。 例えば、 キャ ッシュ  オーバーフローが発生した場合でも、 書き込みは完了します。
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制限事項
◆ パフォーマンスの向上を実現しました。

設定が適切であれば、 FlashBackupのバッ クアップ処理性能は他のいずれのバッ クアップ方
式よ り も優れています。 たとえば、 ファ イルシステムに存在するファイルの数が著し く多く、

ファ イルシステム ブロッ クのほとんどが割り当て済みになっている場合でも、 FlashBackup
を使用すれば、 他のどれよ り も、 バッ クアップ処理時間は短くて済みます。 

しかしながら、 以下のよ う な場合はその限りではあ り ません。 場合によってはわずかではあ り

ますが、 遅い場合もあ りえます。

◆ ファ イルシステムに含まれるファイル数は少ないけれども、 そのサイズがどれも著し く大
きい場合。

◆ ファ イルシステムに含まれるファイル数が少な く、 かつ、 ファ イルシステム ブロ ッ クの
ほとんどが割り当てられていない場合。

注 スナップシ ョ ッ トが有効な間は、 スナップシ ョ ッ トの対象ファイルシステムの読み取りによっ

て性能が低下するこ とはあ り ません。 ただし、 スナップシ ョ ッ トの対象ファイルシステムへの

書き込みの場合は、 初めて任意のブロ ッ クへ書き込む際に、 200%から 300%速度が低下しま
す。 ブロ ッ クのキャ ッシュが完了すれば、 それ以後は、 ブロ ッ クへの書き込み時の速度低下は

発生しません。

制限事項制限事項制限事項制限事項

◆ FlashBackupは、 HSMによって管理されるファ イルシステムをサポート しません。
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技術的な概要
技術的な概要技術的な概要技術的な概要技術的な概要

FlashBackupによるバッ クアップ処理に関連する主な NetBackup コンポーネン ト を、 以下の図に示
します。 

bprdjnbSAまたは
bpadm

バックアップ要求バックアップ要求バックアップ要求バックアップ要求

バックアップ要求バックアップ要求バックアップ要求バックアップ要求
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技術的な概要
FlashBackup ク ラスのスケジュール バッ クアップ処理と即時バッ クアップ処理は、 標準的なク ラ
スをバッ クアップする場合と同じよ うに起動され、 処理が行われます。 ただし、 FlashBackup ク
ラスを定義する ［rawデータからの個々のファイルのリストア］ （ifrfr） 属性 を使用する と、
bpsched よ り bpbrmに向けて、 特別に-ifrfrフラグと共に他のクラスの情報が送られます。
bpbrmは、 -ifrfrを指定して bpbkarを起動し、その結果bpbkarはFlashBackupダイナ
ミ ッ ク共有ライブラ リ （Solaris上ではlibbpfsmap.so、 HP上ではlibbpfsmap.sl） を呼
び出します。

バッ ク アップ実行中に、ダイナミ ッ ク共有ライブラ リ （ libbpfsmap.soまたは
libbpfsmap.sl） は、 次のタスクの実行に関わり ます。

◆ rawパーティシ ョ ンに含まれるファイルを示すファイルシステム マップを作成します。

◆ バッ クアップ タイプがファイル レベルのインク リ メンタル バッ クアップの場合、 ダイナミ ッ
ク共有ライブラ リは、 ビッ ト マップを作成し、 これを使って選択されたファイルに属するブ

ロ ッ ク とそのブロ ッ クのパーティシ ョ ン内での物理的な位置情報との関連付けを行います。

◆ rawパーティシ ョ ンのスナップシ ョ ッ ト  メカニズムを有効にして、 パーティシ ョ ン内のブ
ロ ッ クが更新された場合に、 更新前のブロ ッ クのコンテンツがキャッシュ  パーティシ ョ ンに
書き込まれるよ うにします。

◆ バッ クアップ情報を bpbrmに送信します。 その後、 bpbrmでは受信したバッ クアップ情報を
bpdbmに送信します。 バッ クアップ情報は以下の要素で構成されます。

◆ ファ イルシステム マップの名前

◆ ビッ ト  マップ名 （インク リ メンタル バッ クアップの場合）

◆ 個々のファイル名

◆ rawパーティシ ョ ン名

◆ バッ ク アッ プ イ メ ージを bptmに転送します。 バッ クアップ イ メ ージは以下の要素で構成され
ます。

◆ ファ イルシステム マップのデータ  ブロ ッ ク

◆ ビッ ト  マップのデータ  ブロ ッ ク

◆ rawパーティシ ョ ンのデータ  ブロ ッ ク

◆ スナップシ ョ ッ ト  メカニズムを無効にします。
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技術的な概要
FlashBackupバッ クアップ イ メージからのファイルのリ ス ト アに関連する主なコンポーネン ト
を、 以下の図に示します。 

リ ス ト ア中も、 標準のバッ クアップイ メージの場合と同じよ うに、 FlashBackupのイ メージ内の
ファイルの一覧を参照し、 選択するこ とができます。 ただし、 FlashBackupでは、 FlashBackup
イ メージを処理する際に、 bprdによってsfrプログラムが呼び出される点が異なり ます。 sfr
プログラムは、 リ ス ト ア中に以下のタスクを実行します。
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技術的な概要
◆ bpdbmからバッ クアップデータに関する情報を取り出します。 バッ クアップ情報は以下の要
素で構成されます。

◆ ファ イルシステム マップ名とそのメディアのロケーシ ョ ン

◆ ビッ ト  マップ名とそのメディアのロケーシ ョ ン

◆ rawパーティシ ョ ン名とそのメディアのロケーシ ョ ン

◆ sfrは、 バッ クアップ情報を使用して、 テープ内のファイルシステムマップの位置情報を
bptmに示し、 その後テープから読み取るこ とによって、 ファ イルシステムマップのデータを
取り出します。 まった く同じよ うにして、 bptm はこの段階で、 インク リ メンタル バッ ク
アップ イ メージから リ ス ト アを行う場合のビッ トマップ データの取得や rawパーティシ ョ ン
のリ ス ト アを行う場合の raw パーティシ ョ ン データの取得を行います。

◆ 次に、 sfrは、 ファ イルシステム マップに含まれる情報を使用して、 テープ内の個々のファ
イル データ  ブロ ッ クの位置情報を bptmに示します。

その後、 bptmはテープからファ イル データ  ブロ ッ クを読み取り、 その内容をク ライアン ト
のtarプログラムに渡します。
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技術的な概要
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インストールインストールインストールインストール
 2

この章では、 FlashBackupのインス トールとアンインス トールの方法について説明します。

システム要件システム要件システム要件システム要件

◆ NetBackup 3.4以降がインス トール済みのUNIXマスタ  サーバ

◆ NetBackup FlashBackup Solaris ク ラ イアン トの場合は、 Solaris 2.6 、 Solaris 7、 または
Solaris 8がインスト ール済みであるこ と 。NetBackup FlashBackup HP ク ライアント の場合
は、HP-UX 11.00 がインス トール済みであるこ と。 FlashBackupでは、 これらのク ライアン
トに必要なライブラ リ と ド ライバを提供します。 

◆ NetBackup 3.4以降のクライアン ト ソフ ト ウェアもインス トール済みであるこ と。

◆ VxFSのバッ クアップを実行する場合は、 VxFS 3.3.2以降がク ライアン トにインス トール済み
であるこ と。

注意 使用するプラッ ト フォームに定義されているバージョ ンより 古いバージョ ンのNetBackup 
を使用している場合は、 要件を満たしているバージョンにアップグレードしてからFlashBackup を
インストールするようにしてください。 アップグレードせずにFlashBackupをインストールすると、
FlashBackupによるバックアップは実行できても、 2 GBを超えるファイルのリストアには失敗しま
す。

FlashBackupのインストールのインストールのインストールのインストール

手順手順手順手順 1 ： メディアからのロード： メディアからのロード： メディアからのロード： メディアからのロード

1. root権限でマスタ  サーバへログインします。

2. キーの一覧表示と追加を行うための以下のコマンドを使って、 NetBackup FlashBackup用
の有効なライセンスキーが登録されているこ とを確認します。

/usr/openv/netbackup/bin/admincmd/get_license_key

3. FlashBackup ソフ ト ウェアが含まれる CD-ROMをド ライブに挿入します。
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FlashBackupのインス トール
4. 次のコマンドを入力して、 作業ディ レク ト リ をCD-ROMディ レク ト リに変更します。

cd /cd_rom_directory

cd_rom_directoryは、 CD-ROMにアクセス可能なディ レク ト リへのパスです。 プラ ッ ト
フォームによっては、 このディ レク ト リ をマウン トする必要があ り ます。

5. NetBackup FlashBackupをインス トールするには、 次のコマンドを実行します。

./install

CD-ROMには他のNetBackup製品も含まれるため、 メニューが表示されます。 こ こで次の
手順を実行します。

a. ［NetBackup FlashBackup］ オプシ ョ ンを選択します。

b. 「q」 を入力してメニューを終了します。

c. 表示された一覧を確認して、 「y」 を入力します。

FlashBackup ライブラ リのインス トール先と、 FlashBackupのスナップシ ョ ッ ト ド ラ イバと コマ
ンドのインス トール先は、 どのプラ ッ ト フォームでも以下のよ う なディ レク ト リになり ます。

ライブラ リの場合

/usr/openv/lib/client/hardware/os

スナップシ ョ ッ ト ド ライバと コマンドの場合

/usr/openv/netbackup/bin/driver/hardware/os

◆ hardwareは、 Solaris、 HP9000-800、 またはHP9000-700 とな り ます。

◆ osは、 Solaris 2.6またはHP-UX11.00 とな り ます。

手順手順手順手順 2 ：：：： FlashBackupのクライアン トへの配布のクライアン トへの配布のクライアン トへの配布のクライアン トへの配布

注 マスタ  サーバが SolarisシステムまたはHPシステムで、 そのマスタ  サーバがクライアン トで
もある場合は、 FlashBackup ソフ ト ウェアをマスタ  サーバ上のク ライアン トに配布する必要
はあ り ません。 メディアからソフ ト ウェアをロードする と き （前述の手順を参照） に自動的に

配布されます。 ただし、 FlashBackupを使用するその他のすべてのクライアン トには、 以下
の説明に従ってソフ ト ウェアを配布する必要があ り ます。

1. FlashBackup ク ライアン ト ソフ ト ウェアを必要なUNIX ク ライアン トに配布します。配布す
るには、 Netbackup FlashBackupサーバで root権限で以下のコマンドを実行します。

a. 次のコマンドを実行して bprdが実行中かど うかをチェッ ク します。

/usr/openv/netbackup/bin/bpps
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FlashBackupのインス トール
b. bppsの出力中にbprdが 1つだけ表示される場合、実行中のバッ クアップまたはリ ス ト ア
処理はあ り ません。 その場合は、 次のコマンドを実行して bprdデーモンを終了します。

/usr/openv/netbackup/bin/admincmd/bprdreq -terminate

複数のbprdが表示される場合は、 バッ クアップまたはリ ス ト アが終了するまで待ってか

ら、 /usr/openv/netbackup/bin/bppsをも う一度実行します。 表示される bprdが 1
つだけになったら、 bprdデーモンを終了します。

c. 次のコマンドを実行して、 FlashBackup ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアを現在定義されてい
るすべてのク ライアン トに配布します。

/usr/openv/netbackup/bin/update_flashclients

また、 次のよ うにコマンドを実行 （すべて 1行で入力） して、 個々のクライアン ト ご とに
指定するこ と もできます。

/usr/openv/netbackup/bin/update_flashclients -ClientList file

fileには、 各行に次の 3つのパラ メータを含むファイル名を指定します。

hardware_type operating_system hostname 

例 ：

Solaris Solaris2.6 mysparc 

または

Solaris Solaris7 othersparc

または

HP9000-800 HP-UX11.00 myhp

2. FlashBackup ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアを必要なクライアン トに配布したら、 マスタ  サーバ
上で root権限で次のコマンドを実行して、 NetBackpデーモンを起動します。

/usr/openv/netbackup/bin/initbprd

手順手順手順手順 3 ：：：： snap ド ライバのインス トール （ド ライバのインス トール （ド ライバのインス トール （ド ライバのインス トール （Solaris の場合） およびの場合） およびの場合） およびの場合） および

FlashBackup ライブラリの移動処理 （ライブラリの移動処理 （ライブラリの移動処理 （ライブラリの移動処理 （HPの場合）の場合）の場合）の場合）

マウン ト状態のufsファ イルシステムやVxFS ファ イルシステムのバッ クアップを FlashBackup
を使用して実行しよ う と している各NetBackup ク ラ イアン ト上で、 次のコマンドを実行します。

/usr/openv/netbackup/bin/driver/fb_snap.install

注 HP上でこのコマンドを実行する と、 FlashBackup ライブラ リが/usr/openv/libに移動し

ます。
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FlashBackupのアンインストールのアンインストールのアンインストールのアンインストール

サーバのアンインストールサーバのアンインストールサーバのアンインストールサーバのアンインストール

FlashBackup ソフ ト ウェアのインス トールを最初に行ったマスタ  サーバ上で、 次の手順を実行
します。

1. NetBackup Java管理インタフェースでアクティビティ  モニタを調べて、 FlashBackupバッ
クアップが有効または実行中でないこ と （［状態］ フ ィールドが ［完了］ であるこ と） を確認

します。

2. Solaris NetBackupサーバの場合は、 次のコマンドを実行します。

pkgrm SUNWnbfsh

3. その他のUNIX NetBackupサーバの場合は、 以下のファイルを削除します。 

/usr/openv/netbackup/bin/driver/HP9000*/HP_UX11.00/*
/usr/openv/netbackup/bin/driver/Solaris/Solaris2.6/*
/usr/openv/lib/client/*/libbpfsmap.*

クライアン トのアンインス トールクライアン トのアンインス トールクライアン トのアンインス トールクライアン トのアンインス トール

FlashBackupを使用している各NetBackup ク ラ イアン ト上で、 以下の手順を実行します。

1. NetBackup Java管理インタフェースでアクティビティ  モニタを調べて、 FlashBackupバッ
クアップが有効または実行中でないこ と （［状態］ フ ィールドが ［完了］ であるこ と） を確認

します。

2. FlashBackupを使用しているNetBackup ク ラ イアン トで、 次のコマンドを実行して、 ク ラ
イアン ト  ソフ ト ウェアをアンインス トールします。

/usr/openv/netbackup/bin/driver/fb_snap.install -d
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設定設定設定設定
 3

FlashBackupが提供する機能を使用するには、 少な く と も 1つのFlashBackup タイプのク ラスを
NetBackupに追加する必要があ り ます。 この章では、 FlashBackup ク ラスの設定方法の概要につ
いて説明します。

こ こでは、 標準的なク ラス と FlashBackup ク ラスの設定の相違点についてのみ説明します。
NetBackup ク ラスの設定の詳細については、 『NetBackup System Administrator’s Guide - 
UNIX』 を参照して ください。

この章では、 以下の内容について説明します。

◆ 一般ク ラス属性

◆ ク ライアン ト  リ ス ト

◆ ファ イル リ ス ト とキャ ッシュ  

◆ スケジュール

◆ 一般設定

ク ラスを追加するには、 NetBackupマスタ  サーバ上で、 NetBackup管理ユーティ リ ティを使用
します。 

一般クラス属性一般クラス属性一般クラス属性一般クラス属性

クラスの一般属性を選択する場合は、 必ず ［クラス タイプ］ 属性を ［FlashBackup］ に設定します。
どのFlashBackupクラスも ［rawデータからの個々のファイルのリストア］ 属性を持っており、 常に
Yesに設定されています。 この設定により、 rawパーティションのバックアップ データから個々のファイル
をリストアすることができるようになります。 詳細については、 『 NetBackup System Administrator’s 
Guide - UNIX』 の 「rawデータからの個々のファイルのリストア」 についての説明を参照してください。

NetBackupは、 以下の属性を強制的に［ いいえ］ に設定します。 これらの属性を変更するこ と は
できません。

◆ NFSのバックアップ

◆ クロス マウン ト  ポイン ト

◆ TIR情報の収集

◆ 圧縮
13



ク ラ イアン ト  リ ス ト
◆ 暗号

◆ ブロック  レベルのインクリ メンタル バックアップ

クライアン トクライアン トクライアン トクライアン ト  リス トリス トリス トリス ト

ク ライアン ト リ ス トは、 FlashBackup ソフ ト ウェアをインス トールしたク ライアン ト を記述した
ものです。 ク ライアン トは、 Solaris 2.6、 7、 8、 またはHP 11.00でなければなり ません。

ファイルファイルファイルファイル リス ト とキャッシュリス ト とキャッシュリス ト とキャッシュリス ト とキャッシュ

注意 FlashBackupは、 HSMで管理されるファ イルシステムのバッ クアップには使用しないで
ください。

注 バッ クアップを正常に完了するには、 ファ イルリ ス ト内で指定されたすべての rawパーティ
シ ョ ンをク ライアン トが持っていなければなり ません。 そ うでない場合は、 そのク ライアン

ト を別のク ラスに入れる必要があ り ます。 エクスクルード  リ ス ト と インクルード  リ ス トは、
FlashBackupバッ クアップには機能しません。

ファ イル リ ス ト内の FlashBackup ク ラスのエン ト リは、 標準の rawパーティシ ョ ン バッ クアッ
プのエン ト リ と同じです。 ただし、 rawパーティシ ョ ンのエン ト リの前には、 必ず特定のCACHE=

エン ト リが必要です。

例 ：

CACHE=/dev/rdsk/c0t4d0s0
/dev/rdsk/c0t4d0s7

CACHE=エン ト リには、 バッ クアップ処理中に rawパーティシ ョ ン エン ト リの更新を保管するため
のキャッシュ  パーティシ ョ ンを指定します。

◆ rawパーティシ ョ ン エン ト リには、 ク ラ イアン ト上のバッ クアップされるディ スク  パーティ
シ ョ ンを指定します。 

◆ ファ イルリ ス ト内のすべてのエン ト リには、 入力時にデバイスファ イルの絶対パス名を使って

ください。 その際、 パス名には （/dev/rdsk/c0*のよ うに） ワイルドカードを使用しない
で ください。

注 各エント リ に、 実際のキャラ ク タ  スペシャル デバイス  ファ イルを指定しているこ と を確認し
てく ださい。 FlashBackupは、 ブロッ ク  スペシャル デバイス  ファ イルでは動作しません。

◆ デバイス  ファ イルへのリ ンクは使用可能です。
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ファ イル リ ス ト とキャ ッシュ
◆ 同じファ イル リ ス ト内に複数のエン ト リ を含むこ とができます。

例 ：

CACHE=/dev/rdsk/c0t4d0s0
/dev/rdsk/c0t4d0s7
CACHE=/dev/rdsk/c0t4d0s1
/dev/rdsk/c0t4d0s2
/dev/rdsk/c0t4d0s3

◆ キャ ッシュ  パーティシ ョ ンは、 スナップシ ョ ッ ト  メカニズムの一部であ り、 NetBackupの
ために、 rawパーティシ ョ ンが最後まで同じよ うに見えるよ うに、 あらかじめその状態を保
持

します。

キャ ッシュ  パーティシ ョ ンの基本的な要件は、 以下のとおりです。

◆ キャ ッシュ  パーティシ ョ ンは、 バッ クアップする rawパーティシ ョ ンと同じホス ト上に
ある必要があ り ます。

◆ HP-UX システムの場合、 複数のバッ クアップで同じキャ ッシュパーティシ ョ ンを同時に
使用するこ とはできません。 HP-UXシステムで、 複数のクラス  リ ス トで同一のキャッ
シュ  パーティシ ョ ンを指定している場合には、 そのク ラスを指定したバッ クアップを
別々の時間に実行するこ とによ り、 処理が失敗するこ とを避けます。

◆ バッ クアップされる rawパーティシ ョ ンや、 別のファイルシステムまたは 仮想パーティ
シ ョ ンの一部と して使用される rawパーティシ ョ ンを、 キャ ッシュ  パーティシ ョ ンにす
るこ とはできません。

◆ キャ ッシュ  パーティシ ョ ンは、 マウン ト解除されている必要があ り ます。

◆ キャ ッシュ  パーティシ ョ ンには、 バッ クアップ中にそのパーティシ ョ ンに対して発生し
う る書き込みをすべて保持できるだけの容量が必要です。 一般に、 就業時間外のバッ ク
アップでは、 繁忙時間帯にバッ クアップを行う場合よ り も必要なキャッシュは少な くなり
ます。 付録Aの最初の節も参照して ください。

◆ ク ラス用に ［多重データ  スト リームを許可］ が設定されているク ラスでは、 複数の指示文を
ファ イル リ ス トに指定するこ とができます （次の 「多重データ  ス ト リームを許可」 を参照）。

多重データ多重データ多重データ多重データ  スト リームを許可スト リームを許可スト リームを許可スト リームを許可

一般属性 ［多重データ  スト リームを許可］ を選択したク ラスの場合、 バッ クアップを行うそれぞ
れのク ライアン トで多重バッ クアップを開始するよ うに、 ファ イル リ ス トへ指示文を指定するこ
とができます。

◆ 開始するバッ クアップの数は、 ファ イル リ ス ト内の指示文によって決ま り ます。

◆ 同時に実行可能なバッ クアップの数は、 使用可能なス ト レージ ユニッ トの数と最大ジ ョブ数
を決定するパラ メータ （［クラスごとの最大ジョ ブ数の制限］ など） によって決ま り ます。
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ファ イル リ ス ト とキャ ッシュ
［多重データ  スト リームを許可］ は、 非常に大きなサイズのバッ クアップにかかる時間を短縮する
のに効果的です。 これは、 複数のド ライブの使用、 処理の多重化、 あるいはその両方を組み合わせ

て使用し、 複数のス ト リームの処理を同時に行う こ とで実現されました。

注 最高のパフォーマンスを得るために、 ク ライアン トの物理デバイスご とに 1つだけデータ  ス
ト リームを使用するよ うにして ください。 1つの物理デバイスに対して複数のス ト リームを同
時に使用する と、 バッ クアップの時間がかえって長くなる場合があ り ます。

ファ イル リ ス ト内では、 FlashBackup ク ラス用に以下の指示文を使用するこ とができます。

NEW_STREAM

CACHE=value （この章で前述した 「ファ イル リ ス ト とキャ ッシュ」 を参照）

UNSET

UNSET_ALL

FlashBackup ク ラスの場合は、 NEW_STREAM指示文をファ イル リ ス トの先頭行にする必要があ り
ます。 この指示文の働きは以下のとおりです。

◆ ファ イル リ ス ト内の NEW_STREAM指示文の各位置で、 バッ クアップが別のス ト リームに分割

されます。

◆ NEW_STREAM と次の NEW_STREAM との間にあるすべてのファイル パスは、 同じス ト リーム内
に含まれます。

◆ ス ト リームの終わりは、 新しいス ト リーム （つま り別のNEW_STREAM ） が開始するか、 また
はファイル リ ス トが終了するこ とによって定義されます。

次のファイルリ ス ト を見てみまし ょ う 。

Solarisシステム用 ：

NEW_STREAM
CACHE=/dev/rdsk/c1t3d0s3
/dev/rdsk/c1t0d0s6
NEW_STREAM
/dev/rdsk/c1t1d0s1
NEW_STREAM
UNSET CACHE
CACHE=/dev/rdsk/c1t3d0s4
/dev/rdsk/c1t2d0s5
/dev/rdsk/c1t5d0s0
NEW_STREAM
UNSET CACHE
CACHE=/dev/rdsk/c0t2d0s3
/dev/rdsk/c1t6d0s1

HP-UXシステム用 ：

NEW_STREAM
CACHE=/dev/cache_group/rvol1c
/dev/vol_grp/rvol1
NEW_STREAM
UNSET CACHE
CACHE=/dev/cache_group/rvol2c
/dev/vol_grp/rvol2
NEW_STREAM
UNSET CACHE
CACHE=/dev/cache_group/rvol3c
/dev/vol_grp/rvol3
/dev/vol_grp/rvol3a
NEW_STREAM
UNSET CACHE
CACHE=/dev/cache_group/rvol4c
/dev/vol_grp/rvol4
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スケジュール
このファ イル リ ス トでは、 4つのバッ クアップを生成します。

◆ 最初のNEW_STREAM指示文は、 /dev/rdsk/c1t0d0s6 （Solaris） または/dev/vol_grp

/rvol1 （HP-UX） のバッ クアップを開始します。 CACHE=エン ト リは、 キャ ッシュ  パーティ
シ ョ ンを /dev/rdsk/c1t3d0s3 （Solaris） または/dev/cache_group/rvol1c

（HP-UX） に設定します。 

◆ 2番目の NEW_STREAM指示文は、 /dev/rdsk/c1t1d0s1 （Solaris） または/dev/vol_grp

/rvol2 （HP-UX） のバッ クアップを行う 2番目のス ト リームを開始します。 Solarisシステム
の場合、 このバッ クアップでは同じキャ ッシュ  パーティシ ョ ンが使用されます。 HP-UXシス
テムの場合、 各ス ト リーム用に異なるキャ ッシュ  パーティシ ョ ンを定義する必要があ り ます
（CACHE=/dev/cache_group /rvol2c）。

◆ 3 番目のNEW_STREAMは、 /dev/rdsk/c1t2d0s5 と /dev/rdsk/c1t5d0s0 （Solaris）、 ま
たは/dev/vol_grp/rvol3 と /dev/vol_grp/rvol3a （HP-UX） のバッ クアップを開始
します。 これらの 2 つのパーティシ ョ ンは、 ス ト リーム内でこの順にバッ クアップされます。
さ らに、 UNSET CACHE指示文によって以前のキャッシュ設定が解除され、 CACHE=指示文に

よってこのバッ クアップ用に新しいキャ ッシュ  パーティシ ョ ンが設定されます。

◆ 最後のNEW_STREAM指示文は、 /dev/rdsk/c1t6d0s1 （Solaris） または/dev/vol_grp

/rvol4 （HP-UX） のバッ クアップを開始します。 3番目のス ト リームと同様に、 このス ト
リームでも、 キャ ッシュ設定が解除され、 新しいキャ ッシュ  パーティシ ョ ンが定義されます。

例に示すよ うに、 指示内容が再定義されるか設定が解除されるまで、 CACHEなどのク ラス固有の
指示内容が、 現在のス ト リームとその後に続くすべてのス ト リームと一緒にク ライアン トに渡され

ます。

再び指示文に遭遇したと ころで、 その値が再定義されます。

UNSET指示文やUNSET_ALL指示文は、 ファ イル セッ ト内で前に定義された指示文の設定を解除
します。

◆ UNSETは、 ク ラス固有の指示文の設定を解除します。 そのク ラス固有の指示内容が別のス ト

リームへ渡されるこ とはあ り ません。 設定解除を行った指示文は、 ファ イル リ ス ト内で後か
ら再定義可能なので、 その実行時点のス ト リームやそれに継続するス ト リームに含めるこ と

ができます。

◆ UNSET_ALLは、 UNSET と同じ効果を持っていますが、 その作用はファイル セッ ト内でその時
点までに定義されているすべてのク ラス固有の指示文に及びます。 UNSET_ALLを使用する場

合には、 2番目以降の NEW_STREAMキーワードの直後に指定する必要があ り ます。 

［多重データ  スト リームを許可］ の詳細については、 『NetBackup System Administrator’s 
Guide - UNIX』 を参照して ください。

スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール

FlashBackupは、 スケジュール タイプと してフル バッ クアップと インク リ メンタル バッ クアッ
プのみをサポート します。 ユーザ バッ クアップとユーザ アーカイブをスケジュール タイプに指定
するこ とはできません。
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一般設定
一般設定一般設定一般設定一般設定

クライアン トの読み取り タイムアウトの設定クライアン トの読み取り タイムアウトの設定クライアン トの読み取り タイムアウトの設定クライアン トの読み取り タイムアウトの設定

バッ クアップ中のファイルシステムが非常に大き く、 多数のファイルを含んでいる場合は、 デフォ

ルト設定のCLIENT_READ_TIMEOUTが原因で、 バッ クアップに失敗し、 ステータス  コード 41
が表示される場合があ り ます。 非常に多くのデータ  ス ト リームが同時に有効になる場合も、 この
問題が発生するこ とがあ り ます。

この問題を回避または解決するには、 サーバ上の/usr/openv/netbackup/bp.confファ イ
ルにCLIENT_READ_TIMEOUTを追加して、 その値を大きな値 （NetBackupのデフォルトは
300秒） に設定します。 ファ イルシステムの大き さ、 ファ イル数、 さ らにシステムの運用状況に
よって、 最適な値は変わり ます。
18 NetBackup FlashBackup System Administrator’s Guide - UNIX



FlashBackupの使い方の使い方の使い方の使い方
 4

この章では以下の内容について説明します。

◆ バッ クアップの実行

◆ サーバ側からの指示による リ ス ト アの実行

◆ ク ライアン ト側からの指示による リ ス ト アの実行

◆ ト ラブルシューティング

バックアップの実行バックアップの実行バックアップの実行バックアップの実行

FlashBackup クラスの自動バックアップクラスの自動バックアップクラスの自動バックアップクラスの自動バックアップ

rawパーティシ ョ ンを FlashBackup でバッ クアップするには、 FlashBackupのクラスを設定して
から、 自動的に、 つま りいちいち注意をしていな くてもバッ クアップを実行するよ うにスケジュー

ルの設定を行うのが、 最も便利です。 自動バッ クアップ用に新しいスケジュールを追加した り、

既存のスケジュールを変更したりするには、 『NetBackup System Administrator’s Guide - UNIX 』
に記載されている指針に従って ください。

FlashBackup クラスの手動バックアップクラスの手動バックアップクラスの手動バックアップクラスの手動バックアップ

管理者は、 FlashBackup ク ラスのバッ クアップを実行するために、 マスタサーバ上で NetBackup
管理インタフェースを利用できます。 手順については、 『NetBackup System Administrator’s 
Guide - UNIX』 を参照して ください。
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サーバ側からの指示によるリス トアの実行
サーバ側からの指示によるリス トアの実行サーバ側からの指示によるリス トアの実行サーバ側からの指示によるリス トアの実行サーバ側からの指示によるリス トアの実行

マスタ  サーバ上の root権限を持つユーザは、 ク ラ イアント へのリ スト アをサーバ側からの指
示によって実行するこ と ができます。 サーバの NetBackup管理インタフェースを使用すると 、
FlashBackupによってバッ クアップされた個々のディレク ト リやファ イル （または rawパーティ
シ ョ ン全体） を リ ス ト アするこ とができます。 手順は、 『NetBackup User’s Guide - UNIX』 に記
載されている通常のファイルシステム バッ クアップ データから リ ス ト アを行う手順とまった く同
じです。 ただし、 リ ス ト アを開始する前に以下の点に注意して ください。

個々のディレク ト リまたはファイルをリストアする際の注意事項個々のディレク ト リまたはファイルをリストアする際の注意事項個々のディレク ト リまたはファイルをリストアする際の注意事項個々のディレク ト リまたはファイルをリストアする際の注意事項

◆ rawパーティシ ョ ン バッ クアップから個々のディ レク ト リ またはファイルを リ ス ト アするに
は、 ク ライアン トが FlashBackup Auspex-FastBackup ク ラス内にあ り、 サーバで rawパー
ティシ ョ ン バッ クアップからの個々のファイル リ ス ト アを許可するよ うに設定されている必
要があ り ます。

rawパーティシ ョ ンをリス トアする際の注意事項パーティシ ョ ンをリス トアする際の注意事項パーティシ ョ ンをリス トアする際の注意事項パーティシ ョ ンをリス トアする際の注意事項

◆ rawパーティシ ョ ンを リ ス ト アするには、NetBackupサーバ上で管理者の権限を持っている必
要があ り ます。

◆ rawパーティシ ョ ン全体のリ ス ト アは、 フル バッ クアップからのみ実行するこ とができます。
FlashBackup インク リ メンタル バッ クアップと Auspex-FastBackup インク リ メンタル バッ ク
アップは、 個々のファイルのリ ス ト アのみサポート します （NetBackupの場合、 標準の raw
パーティシ ョ ンのバッ クアップを実行する際に、 フル バッ クアップと インク リ メンタル バッ
クアップの区別があ り ません）。

◆ パーティシ ョ ンがマウン ト されていないこ と、 および使用中でないこ とを確認します （パー

ティシ ョ ンがデータベースで使用されている場合は、 データベースをシャ ッ トダウンして くだ

さい）。 パーティシ ョ ンの大き さは、 バッ クアップを実行したと き と同一でなければなり ませ

ん。 異なっている場合、 リ ス ト アによってどのよ う な結果がもたされるのか予測不能です。

◆ リ ス ト アの前に rawパーティシ ョ ン用のデバイス  ファ イルが存在するこ とを確認します。

◆ rawパーティシ ョ ンの リ ス ト アの間、 上書きオプシ ョ ンは無視されます。 その rawパーティ
シ ョ ンに対するデバイス  ファ イルは必ず存在しなければならず、 そのディ スク  パーティシ ョ
ンはオプシ ョ ンの設定にかかわらず上書きされます。

◆ パーティシ ョ ン全体が上書きされないよ うにするには、 代替パス  リ ス ト ア機能を使用して、
rawパーティシ ョ ンを同じサイズの別の rawパーティシ ョ ンに リ ス ト アした後で、 個々の
ファイルを元のファイルシステムにコピーします。
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クライアン ト側からの指示によるリス トアの実行クライアン ト側からの指示によるリス トアの実行クライアン ト側からの指示によるリス トアの実行クライアン ト側からの指示によるリス トアの実行

以下の手順によって、 FlashBackup ク ラ イアン ト上で、 NetBackup xbp インタフェースを使用し
て、 個々のディ レク ト リやファ イル （または rawパーティシ ョ ン全体） を FlashBackupバッ ク
アップから リ ス ト アするこ とができます。

xbp を使用して個々のディ レク ト リまたはファイルをリス トアする手順を使用して個々のディ レク ト リまたはファイルをリス トアする手順を使用して個々のディ レク ト リまたはファイルをリス トアする手順を使用して個々のディ レク ト リまたはファイルをリス トアする手順

1. xbp を起動します。 例えば、 次のコマンドを実行します。

/usr/openv/netbackup/bin/xbp

2. ［検索するディ レク ト リ］ フ ィールドに、 ファ イルのパスを指定します。

3. ［ファイル］ メニューの ［バックアップ ファイルを参照 （リストア）］ をク リ ッ ク します。

注 ［バックアップ ファイルを参照 （rawパーティシ ョ ンのリス トア）］ または ［バックアップ 
ファイルを参照 （Auspex FastBackup rawパーティシ ョ ン）］ を選択しないで ください。

4. ［バックアップ イメージ］ ペインで、対象となる FlashBackupバッ クアップを選択し、表示を
更新します （［編集］ メニューの ［画面の更新］ をク リ ッ ク します）。

通常のファイルシステム バッ クアップを選択した場合と同様に、 ［ディ レク ト リ構造］ ペイン
と ［ファイル］ ペインにディ レク ト リ と ファ イルのリ ス トが表示されます。

5. 対象となるディ レク ト リ またはファイルを選択します。

xbp を使用してを使用してを使用してを使用して rawパーティシ ョ ン全体をリス トアする手順パーティシ ョ ン全体をリス トアする手順パーティシ ョ ン全体をリス トアする手順パーティシ ョ ン全体をリス トアする手順

注 rawパーティシ ョ ン全体を リ ス ト アする場合は、 FlashBackup フル バッ クアップを選択して
ください。 FlashBackupのインク リ メンタル バッ クアップでは、 個々のファイルのリ ス ト ア
のみのサポート なので、 インク リ メンタル バッ クアップからパーティシ ョ ンを リ ス ト アする
こ とはできません。

1. xbp を起動します。 例えば、 次のコマンドを実行します。

/usr/openv/netbackup/bin/xbp

2. ［検索するディ レク ト リ］ フ ィールドに、 rawパーティシ ョ ンを指定します。

ファ イルシステム名ではな く、 （/dev/rdskのよ うな） デバイス  ファ イル名を指定します。

3. ［ファイル］ メニューの ［バックアップ ファイルを参照 （rawパーティシ ョ ンのリストア）］
をク リ ッ ク します。
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注 ［バックアップ ファイルを参照 （Auspex FastBackup rawパーティシ ョ ン）］ を選択しないよ
うにして ください。

4. ［バックアップ イメージ］ ペインで、 対象となる FlashBackup フル バッ クアップを選択し、
表示を更新します （［編集］ メニューの ［画面の更新］ をク リ ッ ク します）。

［ディ レク ト リ構造］ ペインと ［ファイル］ ペインにデバイス  パスのリ ス トが表示されます。

5. 対象となるディ レク ト リ またはデバイス  パスを選択して、 リ ス ト アを開始します。

ト ラブルシューテ ィ ングト ラブルシューテ ィ ングト ラブルシューテ ィ ングト ラブルシューテ ィ ング

この節では、 FlashBackup を利用する際に発生した り遭遇する可能性のある障害について説明
します。

情報の収集とログのチェ ッ ク情報の収集とログのチェ ッ ク情報の収集とログのチェ ッ ク情報の収集とログのチェ ッ ク

多くの場合、 ログの設定を適切なものにし、 障害を再現した後でそのログの内容を調査するこ と

で、 ご自身で問題を解決するこ とができます。

◆ よ り詳細なログ情報を得るためには、 NetBackupのマスタ  サーバおよびクライアン ト上の
bp.conf ファ イル内に VERBOSE を追加します。 

注 /usr/openv/netbackup/logs以下のディレク ト リは、 最終的には非常に大きなディ スク

領域が必要となるこ とがあ り ます。 ト ラブルシューティングの終了後は、 これらのディ レク ト

リ を削除して ください。

◆ バッ クアップ メ ッセージ

バッ クアップ中に、 FlashBackup メ ッセージは、 ク ラ イアン ト上の bpbkar アクティビティ  ログ
のディ レク ト リ （/usr/openv/netbackup/logs/bpbkar） に記録されます。 ログが必要な場

合には、 このディ レク ト リ を作成して ください （アクセスモードを 777 と し、 ク ライアン トがログ
へ書き込めるよ うにして ください）。

◆ リ ス ト ア メ ッセージ

リ スト ア中に、FlashBackup メ ッセージはマスタ  サーバ上の bprd アクティビティ  ログのディ レク
ト リ （/usr/openv/netbackup/logs/bprd） に記録されます。 ログが必要な場合には、 この

ディ レク ト リ を作成して ください （アクセスモードを 777 と し、 ク ライアン トがログへ書き込める
よ うにして ください）。

◆ snapctl ド ライバ メ ッセージ

snapctl ド ライバに起因するメ ッセージは、他のカーネル メ ッセージと共にクライアン トの /var

/adm/messages ファ イルに記録されます。
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VERITAS カスタマカスタマカスタマカスタマ サポートに連絡する前にサポートに連絡する前にサポートに連絡する前にサポートに連絡する前に

カスタマ サポートへご連絡いただく前に、 収集いただけるだけのログ情報の収集をお願いいたし
ます。 また、 以下の情報をお手元にご用意ください。 

◆ NetBackupのバージ ョ ン 

◆ FlashBackup ク ライアン トのオペレーティング システムのバージ ョ ン 

◆ これまで正常に動作していた機能が動作しな くなったのかど うか、 その障害は繰り返し発生す

るのかど うか。

◆ ログ情報 （「情報の収集と ログのチェッ ク」 （22 ページ） を参照） 

カスタマ サポートの電話番号は、 「本書について」 の 「テクニカル サポート 」 を参照して くだ
さい。

FlashBackupの障害の障害の障害の障害

下記に挙げた問題のい くつかは、 Solaris上で動くシステムに対してのみ当てはまるものです
（わかるよ うに注記してあ り ます）。

Solaris限定限定限定限定 : ステータスステータスステータスステータス コードコードコードコード 12 で、 バックアップが失敗するで、 バックアップが失敗するで、 バックアップが失敗するで、 バックアップが失敗する

このエラーは、 snap ド ラ イバがインス トールされていない場合に発生するこ とがあ り ます。 以下
のファイルがク ライアン ト上に存在するこ とを確認して ください。

snap ド ラ イバ ファイルが存在しない場合は、 11 ページの第 2章 の説明に従って snap ド ラ イバを
インス トールして ください。

バックアップ中にバックアップ中にバックアップ中にバックアップ中に、、、、FlashBackup クライアン トまたはサーバのクライアン トまたはサーバのクライアン トまたはサーバのクライアン トまたはサーバの /tmp ディレク ト リがディレク ト リがディレク ト リがディレク ト リが

溢れる溢れる溢れる溢れる

リ リース 3.4 よ り前の FlashBackupでは、バッ クアップ中や リ ス ト ア中に、ク ラ イアン トおよび
サーバ上の /tmpディレク ト リ内に 一時ファ イルを作成します。 一時ファ イルは、 バッ クアップ
およびリ ス ト アの終了後に削除されます。

これらのファイルのデフォルトの位置を /tmp ではな く別のディレク ト リに変更するには、 /tmp

よ り も領域の大きなディ レク ト リに対するシンボ リ ッ ク  リ ンク、 BPFSMAP_TMPDIR も し くは
SFR_TMPDIR を作成します。 

ク ライアン ト上のディ レク ト リ を変更するには、 次のよ うにします。

32 ビッ ト  システム 64 ビッ ト  システム

/usr/kernel/drv/snapctl.conf /usr/kernel/drv/snapctl.conf

/usr/kernel/drv/snapctl /usr/kernel/drv/sparcv9/snapctl
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cd /usr/openv/netbackup

ln -s /fb_tmp_dir BPFSMAP_TMPDIR

fb_tmp_dirは、 FlashBackupの一時ファ イル作成ディ レク ト リです。

サーバ上のディ レク ト リ を変更するには、 次のよ うにします。 

cd /usr/openv/netbackup

ln -s /fb_tmp_dir SFR_TMPDIR

リ リース 3.4では、 一時ファ イルのデフォルトの位置は、 /usr/openv/BPFSMAP_TMPDIR と
/usr/openv/SFR_TMPDIRに変更されました。 この変更によって、/tmpディ レク ト リが溢れてし

まった場合に発生する問題を回避できます。

これらの一時ファ イルの位置を変更するには、 次のディ レク ト リ を削除します。

/usr/openv/netbackup/BPFSMAP_TMPDIR

/usr/openv/netbackup/SFR_TMPDIR

その後、 サーバやク ライアン ト上で、 前述のよ うにコマンドを入力して、 fb_tmp_dirに別のディ レ
ク ト リ を指定します。

バックアップ中にステータスバックアップ中にステータスバックアップ中にステータスバックアップ中にステータス コードコードコードコード 13が発生するが発生するが発生するが発生する

これは、 以下のいずれかが原因となっている可能性があ り ます。

◆ FlashBackup ク ライアン ト上の /tmp内の領域が不足している場合。 この場合には、bptm ログ
に次のよ う なメ ッセージが記録されます。

16:58:44 [8467] <32> bpfsmap: flush_imebuf: tmp inomapファ イルへの書き込み

に失敗しました。 エラー番号 =28

エラー番号 28は、 ENOSPC 「No space left on device ： デバイスに領域があ り ません」 を意味
します。

FlashBackupの一時ファ イルのデフォルトの位置を /tmpではな く、 よ り多くの領域を持つ別

のディ レク ト リに変更する必要があ り ます。 この処理を実行するには、 「バッ クアップ中に、

FlashBackup ク ライアン ト またはサーバの /tmpディ レク ト リが 溢れる」 （23 ページ） の手順
を参照して ください。

◆ FlashBackup キャ ッシュ  パーティシ ョ ンの領域が不足している場合。 この場合には、 パーティ
シ ョ ンの大きさが不十分で、 バッ クアップで必要と されるだけの大きさがない可能性があ り

ます。

キャ ッシュ  パーティシ ョ ンが溢れた場合には、 システム ログ内に次のよ うなメ ッセージが記
録されます。 

警告 : sn_alloccache: cache /dev/vx/rdsk/flash1dg/f full - all
snaps using this cache are now unusable
警告 : sn_failsnap: snapshot id 5に失敗しました。 エラー 28 
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領域のよ り大きなキャ ッシュ  パーティシ ョ ンを指定するか、 ファ イル リ ス ト内でキャ ッシュ  
パーティシ ョ ンを追加指定して ください。 キャ ッシュ  パーティシ ョ ンの要件については、 本
書の第 3章 を参照して ください。

◆ Solaris限定 ： キャ ッシュ  パーティシ ョ ンの領域が不足している場合には、 キャ ッシュ  パー
ティシ ョ ンの領域を使用済みの不要なスナップシ ョ ッ トで使用している場合があ り ます。

これらのスナップシ ョ ッ トは、 FlashBackupによって自動的に削除されなかったものです。

a. 次のコマンドを実行して、 Solaris ク ラ イアン ト上に不要なスナップシ ョ ッ トがないか
確認します。

/usr/openv/netbackup/bin/driver/snaplist 

b. リ ス ト内の各スナップシ ョ ッ トに対して次のコマンドを実行し、 関連付けられた bpbkar

プロセスが存在するこ とを確認します。

ps -eaf |grep ident

identは、 snaplist コマンドで表示されるスナップシ ョ ッ トのプロセス IDです。

c. 次のコマンドを入力して、 bpbkarプロセス と関連付けられていないスナップシ ョ ッ ト を

削除します。 

/usr/openv/netbackup/bin/driver/snapoff snapn

snapnは、 snaplist コマンドで表示されるスナップシ ョ ッ ト IDです。

◆ Solaris限定 ： snap ド ライバ snapctlの snap.c コンポーネン トのバージ ョ ンが 1.22 以降で
ある必要があ り ます。 古いバージ ョ ンのファイルを使用する と、 ステータス  コード 13でバッ
クアップが失敗する場合があ り ます。

次のコマンドを実行して、 snapctlの snap.c コンポーネン トのバージ ョ ンを調べます。

cd /usr/kernel/drv
strings snapctl |grep Revision 

snap.cのバージ ョ ンが 1.22 よ り古い場合は、 正式出荷前のバージ ョ ンの製品がインス トール
されているこ とを示します。正式出荷版の製品をインス トールする必要があ り ます。

NetBackupのパッチをインストールしたらステータスのパッチをインストールしたらステータスのパッチをインストールしたらステータスのパッチをインストールしたらステータス コードコードコードコード 5 でリス トアがでリス トアがでリス トアがでリス トアが

失敗するようになった失敗するようになった失敗するようになった失敗するようになった

NetBackupのパッチをインスト ールした後、FlashBackupのファ イルをリ スト アしよう と したと き
にステータス コード 5 を受信する場合は、パッチが正し く インス トールできていない可能性があ り
ます。パッチの README ファ イルに記載されているインスト ール手順を実行し 、 libsfr.so

ファ イルのコピーを手順どおり に実行します。
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Solaris限定 ：バックアップ失敗時のステータス限定 ：バックアップ失敗時のステータス限定 ：バックアップ失敗時のステータス限定 ：バックアップ失敗時のステータス コードがコードがコードがコードが 6 で、 「無効なディレク ト リで、 「無効なディレク ト リで、 「無効なディレク ト リで、 「無効なディレク ト リ  エン ト リエン ト リエン ト リエン ト リ

です」 という メ ッセージがです」 という メ ッセージがです」 という メ ッセージがです」 という メ ッセージが bpbkar ログログログログ ファイル内に記録されるファイル内に記録されるファイル内に記録されるファイル内に記録される

このエラーを回避するには、 snap ド ラ イバ snapctlの snap.c コンポーネン トのバージ ョ ンが

1.22以降のものでなければなり ません。 古いバージ ョ ンのファイルを使用した場合、 バッ クアップ
はステータス  コード 6 で失敗し、 「無効なディ レク ト リ  エン ト リです」 という メ ッセージが
bpbkar ログに記録されます。

次のコマンドを実行して、 snapctlの snap.c コンポーネン トのバージ ョ ンを調べます。 

cd /usr/kernel/drv

strings snapctl |grep Revision

snap.cのバージ ョ ンが 1.22 よ り古い場合は、 正式出荷前のバージ ョ ンの製品がインス トールされ
ているこ とを示します。 正式出荷版の製品をインス トールする必要があ り ます。

update_flashclients スクリプ ト を実行してもクライアン トが更新されないスクリプ ト を実行してもクライアン トが更新されないスクリプ ト を実行してもクライアン トが更新されないスクリプ ト を実行してもクライアン トが更新されない

update_flashclients スク リプ ト を /usr/openv/netbackup/binディ レク ト リから直接実

行する と、 ク ライアン ト上でファイルが正し く更新されない場合があ り ます。 この場合には、

以下の点に注意して ください。 

◆ 新規インス トールの場合は、 /tmp内の update_flashclients ログ ファ イルに次のエン ト
リが記録されています。

sh /usr/openv/netbackup/bin/extract.sh>/dev/null2>/dev/null を duoで実行

できませんでした

◆ update_flashclients を使用してパッチをインス トールし、 update_flashclients を

/usr/openv/netbackup/binディレク ト リから実行した場合、 ク ラ イアン ト上でのファイ

ルの更新に失敗してもログ ファ イルにエラーは記録されません。

この問題が発生する場合は、 update_flashclients スク リプ ト を / （ルート ） ディ レク ト リか

ら実行して ください。

NetBackupのパッチをインストールした後にシステムがクラッシュするようになるのパッチをインストールした後にシステムがクラッシュするようになるのパッチをインストールした後にシステムがクラッシュするようになるのパッチをインストールした後にシステムがクラッシュするようになる

NetBackupサーバへ パッチをインス トールしても、 update_flashclients スク リプ トの処理

が FlashBackup ク ライアン ト上で正常に終了しなかった場合に、バイナ リ間の不整合が原因となっ
てシステムがク ラ ッシュするこ とがあ り ます。 NetBackupサーバにパッチをインス トールした場
合は、 ク ライアン ト上で update_flashclients スク リプ トが正常に終了しているこ とを確認し

て ください。
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HP-UX限定 ：バックアップがステータス限定 ：バックアップがステータス限定 ：バックアップがステータス限定 ：バックアップがステータス コードコードコードコード 20 で失敗するで失敗するで失敗するで失敗する

HP-UX VxFSのスナップシ ョ ッ ト  メカニズムでは、 スナップシ ョ ッ ト ご とに専用のキャ ッシュ  
パーティシ ョ ンが必要です。 キャ ッシュ  パーティシ ョ ンが既に使用されている状態になっていな
いこ とを確認するために、 マウン ト  テーブルの検査を行います。 既にキャッシュ  パーティシ ョ ン
が使用中の状態になっていた場合には、 ステータス  コード 20 とな り ます。

/usr/openv/netbackup/logs/bpbkar ログ内で次のよ うなメ ッセージが記録されていないか

ど うかを調べて ください。

bpfsmap: FTL - bpfsmap: スナップシ ョ ッ トのキャ ッシュは既に使用中です。

/dev/arrayvg/vol4c

bpbkar Exit: ERR - bpbkar 重大な終了状態 = 20: 無効なコマンド  パラ メータです。
bpbkar Exit: INF - 終了状態 20: 無効なコマンド  パラ メータです。

スナップシ ョ ッ トのキャ ッシュ  パーティシ ョ ンが既に使用されている場合は、 ク ラス  スケジュー
ルの実行を違う時間に行う よ うに設定するか、 もし くはバッ クアップご とに別々のキャッシュ  
パーティシ ョ ンを使用する必要があ り ます。

［多重データ  スト リームを許可］ オプシ ョ ンが 有効になっている場合は、 ス ト リームご とにそれ
専用のキャッシュ  パーティシ ョ ンを使用する必要があ り ます。 
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Solaris snapctl ド ライバド ライバド ライバド ライバ
 A

通常の場合、 snap ド ラ イバを呼び出すのはNetBackupだけです。

FlashBackupによるバッ クアップ処理ご とに、 ク ラス  ファ イル リ ス ト中に、 CACHE=エン ト リ を
使用してキャ ッシュ  パーティシ ョ ンを指定しておく必要があ り ます （「ファ イル リ ス ト とキャ ッ
シュ」 （14 ページ） を参照して ください）。 Solarisシステムの場合、 同時に実行されているバッ
クアップの数がい くつであっても、 領域が十分な大きさである限り、 同じキャ ッシュを使用するこ

とができます。 HP-UXシステムの場合は、 同時に実行されるバッ クアップご とに専用のキャッ
シュ  パーティシ ョ ンを使用する必要があ り ます。

キャ ッシュの容量は、 そのキャ ッシュ と関係付けられているパーティシ ョ ンの総領域のおおよそ

10 から 15%相当の大きさが必要となり ます。 この数値は、 バッ クアップ中の書き込み頻度が中程
度を超えていないと仮定した場合のものです。

キャ ッシュがオーバーフローする と、 そのキャ ッシュを使用しているスナップシ ョ ッ トはすべて読

み取りができな くなり、 その結果、 スナップシ ョ ッ トの読み込みを行っているバッ クアップ処理に

失敗します。

コマンドの使用方法コマンドの使用方法コマンドの使用方法コマンドの使用方法

snapoff

snapoffを使う と、 バッ クアップ処理で起動されながら、 異常終了してしまったスナップシ ョ ッ

トの処理を終了するこ とができます。

/usr/openv/netbackup/bin/driver/snapoff snap1 ... snapn

snapoffが正常に終了する と、 次のよ うな形式でメ ッセージが表示されます。

snap 1 disabled
snap 2 disabled
...
snap n disabled

snapoffが失敗する と、 なんらかのエラーメ ッセージが表示されます。 エラー コードは、
/usr/include/sys/errno.hにて確認できます。
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snaplist

snaplistは次のよ うに呼び出します。

/usr/openv/netbackup/bin/driver/snaplist

snaplist は、 有効なすべてのスナップシ ョ ッ トに関する情報を以下の書式に従って表示します。

id  device             size   cached  cache       err time

1   /dev/rdsk/c0t3d0s0 72560  16450   /dev/rdsk/c0t4d0s0 0   
12/19/99 13:23:48

◆ sizeは、 スナップシ ョ ッ トが作成されたパーティシ ョ ン （512 バイ トのブロ ッ ク単位） の
大きさを示します。

◆ cachedは、 スナップシ ョ ッ トが初期化されてから今までの間に、 キャ ッシュされた （つま り

書き込まれた） ブロ ッ クの数 （512バイ ト単位） を表します。

◆ errはエラー コードを示します。 0はエラーがないこ とを示します。

スナップシ ョ ッ トでエラーが発生する と、 errの値は 0以外とな り、 スナップシ ョ ッ トへのア
クセスができな くなり ます。 このスナップシ ョ ッ トの処理はsnapoff を使用して終了するこ
とができます。 エラー コード は、 /usr/include/sys/errno.hにて確認できます。 また、
/var/adm/messages内でエラー メ ッセージを確認するこ と もできます。

snapcachelist

snapcachelistは次のよ うに呼び出します。

/usr/openv/netbackup/bin/driver/snapcachelist

snapcachelistは、 現在スナップシ ョ ッ トのキャ ッシュ と して使用されているすべてのパーティ

シ ョ ンについての情報を、 次のよ う な書式で表示します。 このコマンドは、 キャ ッシュの使用量を

監視する場合に使用する と便利です。

device               free      busy
/dev/rdsk/c0t4d0s0   238528    264472

◆ freeは使用可能なブロ ッ ク数 （512バイ ト単位） を表します。

◆ busy は書き込み済みのブロ ッ ク数 （512バイ ト単位） を表します。

キャ ッシュが溢れたと きに、スナップシ ョ ッ トの作成元となったパーティシ ョ ンやファイルのう ち、

そのキャッシュと 関連付けられているものへ書き込みを行う と 、スナッ プショ ッ ト は処理に失敗し、

そのスナップシ ョ ッ トへの書き込みも読み取り もできな くなり ます。 スナップシ ョ ッ トの作成元と

なったパーティシ ョ ンからの読み取りや書き込みには影響はあ り ません。 処理が失敗したスナップ

シ ョ ッ トは自動的に終了しないので、通常の方法でsnapoffを利用して終了するこ とが必要になり

ます。
30 NetBackup FlashBackup System Administrator’s Guide - UNIX



コマンドの使用方法
注 NetBackupは、FlashBackupの機能を利用してスナップショットを使用する場合、 その起動と終了
を行います。 FlashBackupバックアップの進行中には、 snaplistとsnapcachelistを使用し

てスナップショットを監視することができます。

注意 バッ クアップ イ メージが破損しますので、 NetBackupのスナップシ ョ ッ トはsnapoffを
使用して終了しないで ください。

snapstat

snapstatは次のよ うに呼び出します。

/usr/openv/netbackup/bin/driver/snapstat

snapstatは、 snap ド ラ イバについての診断情報を表示します。
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